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	2014年度　森林統計学　第13回課題 [課題5] 平均値の差の検定
	目的：二つの標本から、それらの母集団の平均値に差があるか否かを、統計的検定の方法により判断する（”第8章 仮説の検定”の復習）。
	課題5-1（7点）：
	① 比較対象可能な（「2つの平均値の差の検定」の適用が適切な）2組の標本データを用意する。
	② 検定に先立ち、2つの標本集団の分布状況を比較して考察する（[課題1], [課題2], [課題4], おおよび“第7章 推定”の復習; 第7章までの知識を用いて「2つの平均値の差」についてできるだけの考察を行なうことが目的）。
	②-1. 基礎情報として、データ数（n1, n2）、平均値（,）、標準偏差（s1, s2）を算出する。標準誤差（,）ともあわせて一覧表にしておくとよい。
	②-2. [課題5-2の1]それぞれのグループの母平均（μ1 , μ2）の95%信頼区間を推定する。
	②-3. [課題5-2の2]ヒストグラムによる比較を行なう（n1, n2が大きい場合; 裏面の例を参照）。
	②-4.「平均値±標準誤差」の図による比較を行なう（必須; 裏面の例を参照）。
	②-5. 以上の結果を用いて考察（2つの標本集団の母集団の平均値に有意差があると考えられるかどうか）を行なう。（この後③で行なう検定結果と合っていなくてもよい）

	③ 帰無仮説をH0：μ1 =μ2（μ1 -μ2 = 0）、対立仮説をH1：μ1≠μ2（μ1 -μ2≠0）、α（危険率・第1種の過誤の確率）は0.05として「2つの平均値の差の検定」を行なう。
	③-1. 適切な検定方法（[1] 正規分布に基づく検定・[2] t検定・[3] Welchのt検定）を選択する（選択の経緯を文章で説明すること）。検定方法の選択の仕方は配布資料を参照。
	③-2. 選んだ検定方法により「2つの平均値の差の検定」を行なう。
	③-3. 検定結果について考察を加える（検定の結果から何が言えるか）。

	④ 選択しなかった他の2つの方法で検定を行ない、③の結果と比較・考察する。
	⑤ [課題5-2の3] 別の2組のデータを用意し①～④を行なう（反復練習のため）。

	注1）データ数は、ひとつめの2組のデータのデータ数（n1, n2）が25程度以上（正規検定が適用される場合）ならばふたつめの2組のデータでは25程度未満（t検定が適用される）とする。逆にひとつめの2組のデータが多ければふたつめの2組では少なくする（なるべく異なる種類の検定方法を経験するため）。なお、②-3.のヒストグラムによる比較はデータ数が25程度未満の時には行なわなくてよい。
	課題5-2 （3点）： ②-2., ②-3., ⑤として実施
	ヒストグラムと「平均±標準誤差」の図の例:
	(1) 教科書p.183, 例6のデータを使った例
	(2) 教科書p.179, 例2のデータを使った例



